
丹波篠山市立西紀北小学校 

 丹波篠山市立西紀北小学校 学習や生活に関する学力向上プラン 

本校は、丹波篠山市学力・生活習慣状況調査（5 年生：国語・算数、以下「市調査」と呼ぶ）
及び全国学力・学習状況調査（6 年生：国語･算数 以下「全国調査」と呼ぶ）の結果をもとに
「学習・生活に関する学力向上プラン」を作成いたしました。 
学力の定着状況をご確認いただき、子どもたちの学習・生活習慣の改善や学校の教育活動に対

して、ご支援、ご協力いただきますようお願い申しあげます。 
※なお、本校は少人数のため、正答率や回答内容に個人差が大きい側面もあり、一概に本校の
全校的な傾向とは言えないことを申し添えます。 

課題と対応 

 
 

 
成果と課題 
・漢字の読み書き、言葉の学習などはよく定着していました。これは、漢字検定の積み上げ
や、漢字テストなどの取り組みなどの成果だと考えています。 

・物語文や説明文では、最後の問題までたどり着けず、白紙のまま提出しているということが
一部見受けられました。 

・資料を読み取る問題では、一つの資料を分析してまとめることはできるが、二つ以上の資料
を比べながら読み取り、まとめることに課題がありました。 

 
対応 

『説明文』の授業では、文章全体の構成を捉えたり、段落の文章を要約したりする活動を大
切にしていきます。また、文章中の言葉を引用しながら自分の感想を書く活動も取り入れてい
きます。国語の授業だけでなく他の教科の学習でも、問われている内容をまとめ、読み取った
ことを書いて整理する時間を確保していきます。また，時間を計って読解問題を解くことにな
れるような指導も行います。 
図書館支援員の協力のもと、読書活動をさらに充実させ、表現力の基礎となる語彙力を広げ

る指導を進めていきます。 
 

 

 
 
 
成果と課題 
・計算問題、概数、角度など、基本となる問題はよく定着していました。これは、計算検定の
積み上げや、学習で理解したことを反復練習していることの成果だと考えられます。 

・答えの求め方を「式や言葉を用いて記述する問題」の正答率が高かったです。これは、毎日
の授業で自分の考え方をノートに記述したり、発表したりしている成果と考えています。 

・割合，図形などの問題，活用する問題や文章問題など、じっくり考えて解く問題（思考力や
活用力）に課題が見られました。 

 
対応 

   算数では、授業で具体物を使った指導を積極的に取り入れることで､量感がイメージできる
よう指導を進めていきます。また今後も、自分の考えをノートにまとめ、進んで発表した
り、おたずねをしたりして、自主的に学習に取り組む態度を育てるとともに、色々な考え方
に触れる機会を設けることにより､なぜそうなるのかを考える習慣をつけていきます。 

国 語 
 

時間内に文章を正しく読み取り、要約したりまとめたりする力をつける。 

算 数 

 

 

求め方（考え方）を自分の言葉でまとめる力をつける。 

友だちとの話し合い活動の中で、思考力や活用力を高めていく。 



 
 

 

成果と課題 

・生活習慣では、基本的な生活習慣が身についていると回答した割合が高かったです。これは、

ご家庭での望ましい生活習慣が確立されているからだと思います。 

・学習においては、国語や算数などの教科学習が自分の将来について役立つと考えている児童が

多かったです。授業中でも意欲的に学習できています。 

・テレビやゲームの時間を守れていない、算数の学習は大切だと感じているが、苦手で学習理解

ができていないと回答した割合が高かったです。 

・自己肯定感が低いことや自分の意見を伝えることが難しい、困り事を大人に相談することが難

しいと回答した割合が高かったです。 

 

対応 

自己肯定感の向上については、スモールステップで授業に取り組ませることで、小さな成功

体験を増やしていきます。また、学習発表会やなわとび記録会等の学校行事をとおして、充実

感や達成感を味わうことができるようにしていきます。 

ICT 機器のルールなどの生活習慣の改善については、今後も家庭と連携しながら取り組んで

いきます。学習面や生活面で困っている児童に対して、担任が個別に話をしたり、相談にのっ

たりするなど、個に応じてきめ細やかな対応をしていきます。 

 

 
【保護者の方へのお願い】 

 
学力の向上には、家庭学習の習慣づくりが大切です。学習に集中できる環境の中で家庭学習

に取り組み、学校で学んだことをもう一度復習することで学習したことが定着します。 
また、お子様によりよい生活習慣を身につけるためにも、以下の点について今後もご協力を

お願いします。 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

□宿題に集中して進んで取り組む。   

□平日の学習時間を目安にして取り組む。 

【1・2 年 20～30 分】 【3・4 年 30～4０分】 【5・6 年 45～60 分】 

□忘れ物がないか自分で毎日点検する。 

□いつも同じくらいの時刻に就寝し、起床する。 

□朝ごはんを毎日食べる。 

□情報機器の使用については家庭で話し合って使う。 

 

 

 

学習・生活習慣 

算 数 

 

よりよい生活習慣を確立し、あたたかい人間関係を構築する。 


